
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症 いつから登校可能か 登校許可証の提出の有無 

インフルエンザ 発症後５日を経過し、かつ解熱後２日

を経過するまで 

インフルエンザ療養報告書を提出 

（学校ＨＰにてダウンロードできます） 

新型コロナウイルス感染症 発症後５日を経過し、かつ症状が軽快

し１日を経過するまで 

不要 

咽頭結膜熱 主要症状消失後２日を経過するまで 必要 

溶連菌感染症 症状が消失するまで、または抗菌薬治

療を開始して２４時間を経過するま

で 

 

 

 

※医療機関の受診をお勧めします。 

医師が発行した登校許可証あり→出席停止 

医師が発行した登校許可証なし→欠席 

の扱いになります。 

各ご家庭と医療機関とでご相談ください。 

手足口病 症状が落ちついて、全身状態が良くな

るまで（医師の指示に従う） 

ヘルパンギーナ 症状が落ちついて、全身状態が良くな

るまで（医師の指示に従う） 

伝染性紅斑（りんご病） 症状が落ちついて、全身状態が良くな

るまで（医師の指示に従う） 

感染性胃腸炎 

（ノロウイルス・ロタウイルス） 

下痢や嘔吐が消失し、全身状態が良く

なるまで（医師の指示に従う） 

アタマジラミ 通常通りの登校が可能 不要（発症報告のご協力をお願いします） 

令和６年７月１９日（金） 

川崎市立小杉小学校 保健室 ほけんだより 
いよいよ明日から夏休みが始まります。気温・湿度ともに高くなり、熱中症が心配されます。こまめ

に水分補給をしたり、帽子や涼しい衣服などで調節したりするなどして、熱中症対策を行ってください。    

さらに、夏に流行する感染症についても注意が必要です。手洗いうがいなどの感染症対策に加え、規

則正しい生活を心がけて過ごせるよう、お子様の健康管理をお願いします。 

また、健康診断の結果をもらい、まだ受診されていない方は、夏休みの機会に受診されることをお勧

めします。受診終了後は、「受診報告書」をご提出いただきますようお願いします。 

 

感染症の扱いについて 夏に気をつけたい感染症についてまとめましたので、ご確認ください 


